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押してお散歩させるようなアヒルのおもちゃを選びました。よ
く手押し車やムカデを引っ張って散歩させるようなおもちゃ
で遊んでいる姿を見
ますし、パタパタと足
が回るのがおもしろ
いと思ったからです。
やはり押すとパタパ
タと足が回るのが面
白かったようで、何度
もおもちゃを押して遊
んだり、私たちやご両
親に押してもらって正
面から見て楽しんで
いました。

訪問先では、どのようなことをしましたか？
積み木で遊びました。高く積み上げることができたら、子どもと
一緒に手を叩いて喜びました。またプチかくれんぼ（いないいな
いばあのようなもの）をしたり、一緒におやつを食べたり、持参
したおもちゃで遊びました。

実際に子どもと接してみて、
どのようなことを感じましたか？
とても楽しかったです。
よく来てくださる大学内の子育て支援ルームでも元気な姿を見
せてくれますが、やはり家のほうがよく慣れているのもあって、
より安心して遊べていたと思うし、感情表現もより豊かだったよ
うに思います。やはり、子どもにとって保護者の存在は大きなも
のであるなと感じたし、よりたくさんの人に褒めてもらえるほう
が本人も嬉しそうでした。子どもがいるだけで家庭内の雰囲気
が明るくなるな、と思いました。

今回の訪問により、あなたの子育てに対する
不安は軽減されましたか？
非常に軽減されました。
子どもは予想外のことをすることがよくあるということが分かっ
たので、それが普通なんだ、焦らなくていいんだと気持ちに余
裕を持つことが大切で、柔軟に対応するのが良いことだと分
かったからです。

今後あなたは、子どもと触れ合う機会を
増やしたいと思いますか？
今後子どもと触れ合う機会をもっと増やしたいと思いました。私
自身が絵本に興味があるので、子どもがどんな絵本に興味を持
つのか、どんな絵本を好むのか知りたいし、読み聞かせもしてみ
たいと思いました。

兵庫教育大学
学校教育学部
幼年教育系コース 2年生

高磯 知佳 さん

私が選んだおもちゃ

子育て家庭からのコメント

お姉さんと遊ぶと、普段そこまで遊ばないおもちゃでも、よく
遊んでいたのが印象的でした。なかでも、積木は、初めて4つ
積むことができ、一緒になって楽しみ、褒めることが大切だと
実感しました。
また、学生から「子ども大好き！楽しい！」ということが伝わって
きて、子育て家庭訪問を申し込んで良かったと思いましたし、
良い先生になられると思いました。

訪問先では、どのようなことをしましたか？
まずはじめに、買ってきたおもちゃをあげました。ぬいぐるみを
あげる、貰うを何度も繰り返し、他のおもちゃでも何度も同じこ
とをしました。次にペアの人と交代して、お母さんのお話をお聞
きしました。育児の大変さや楽しさなどたくさん話して頂きまし
た。最後に、おむつ替えをさせていただきました。お子さんはお
むつ替えが嫌いらしく、わんわん泣いてしまいましたが、なんと
か替えることができました。

実際に子どもと接してみて、
どのようなことを感じましたか？
とても楽しかったです。
やはり子どもはお母さんが1番なのだなと感じました。どれだけ
楽しそうに私たちと遊んでいても、お母さんの姿が見えなくなる
と、すぐに不安がり、探しに行こうとしました。私自身の力不足も
同時に感じました。また、今回私たちは一回きりなので終始かわ
いいという感情でしたが、これが何年も続くとなると、お母さん
も大変だと思いました。

今回の訪問により、あなたの子育てに対する
不安は軽減されましたか？
やや軽減されました。
子どもにとって安全な家具の置き方など、気づける
ポイントが多々あったので、少しながらも知識が増
えたと思うからです。また、子どもが喜ぶこと嫌がる
こと、好きなこと嫌いなことがなんとなく理解でき
たので、将来はこの経験を活かして子育てできそう
だと思いました。

今後あなたは、子どもと触れ合う機会を
増やしたいと思いますか？
増やしたいと思います。大学を通して幼稚園や保育園でのボラ
ンティアを行ったりしたいです。また今回初めて訪ねた、「のび
やかスペースあーち」※に定期的に顔を出して行きたいとも思っ
ています。

※「のびやかスペースあーち」とは、神戸大学大学院人間発達環境
学研究科の附属施設です。
地域子育て支援拠点事業を中心にしながら、共生のまちづくりを
目指しています。

神戸大学
発達科学部
人間形成学科 2年生

南里 健太 さん

私が選んだおもちゃ

犬のぬいぐるみと知育玩具と1mほどの何度も起き上がる空
気を入れるおもちゃです。犬のぬいぐるみは気に入ったらし
く、持ち運んで遊んでいました。知育玩具は本来の使い方で
はないものの、遊んでくれていました。1mほどのおもちゃは、
空気を入れる音にも興味津々で、持ち運んで遊んでくれてい
ました。
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訪問先では、どのようなことをしましたか？
買って持って行ったおもちゃや訪問先のご家庭にあったおも
ちゃで遊んだり絵本を読んだりしました。お子さんがお腹を空か
せると、お母さんがお昼ご飯を用意して食べさせるのを手伝い
ました。お昼ご飯が終わりお子さんがお昼寝している間は、幼稚
園の教員だったお母さんと大学生活や幼稚園の教員について
話をしました。

実際に子どもと接してみて、
どのようなことを感じましたか？
とても楽しかったです。
とても感情豊かなよく笑うお子さんでした。とても可愛らしくて
愛らしかったです。しかし、まだお母さんから離れることが難し
い年頃なため、お家の中でもお母さんの姿を確認しながら過ご
していました。

今回の訪問により、あなたの子育てに対する
不安は軽減されましたか？
子育ては簡単なものではないので不安がなくなることはないと
思います。けれども、それ以上にやっぱり子どもは可愛いし、今
日できるようになったことや私の存在を必要としてくれるという
ことはとても嬉しいことだと思いました。

今後あなたは、子どもと触れ合う機会を
増やしたいと思いますか？
1人の子どもと接する機会もいいですが大人数の子どもと接す
る機会を増やしたいと思います。もっと子どもが喜ぶ歌や踊りの
種類を増やしたいと思いました。

神戸松蔭女子学院大学
人間科学部
子ども発達学科 1年生

若林 理奈 さん

私が選んだおもちゃ

お子さんが１歳4ヶ月ということだったので、口に入れても喉
に詰まらないサイズのブロックと、動物の名前を英語と絵を
使って学べるカードを買いました。5歳まで使える対象年齢が
幅広いブロックならば、兄弟ができても使えるしそのおもちゃ
を長い間使えると思い選びました。

おもちゃは、プリキュアのおもちゃとアンパンマンの音の出る
おもちゃ、そして絵本を持参しました。できるだけ子どもが喜
んでくれるように、事前にどんなキャラクターが好きか、どんな
ものが好きか聞いておき、その情報にそっておもちゃ選びをし

ました。また、子ども
が2人だったため、
喧嘩にならないよう
平等に１つずつと2
人で読める絵本にし
ました。
プリキュアのおも
ちゃは特に、ほしかっ
たおもちゃだったよ
うでとても喜んでく
れたと思います。

訪問先では、どのようなことをしましたか？
まず、事前におもちゃを選んで用意していたため、そのおもちゃ
を子どもたちにプレゼントしました。そして、そのおもちゃで遊び
ました。１つはプリキュアのおもちゃだったため、プリキュアごっ
このように、どうやって変身するの？などと会話をしながら遊び
ました。もう１つはアンパンマンの音の出るおもちゃだったた
め、一緒に遊び方を確認したり、音を鳴らして遊びました。また、
絵本を読んだり折り紙をしたりもしました。そして、おやつを用
意してくれていたため、一緒におやつも食べました。

実際に子どもと接してみて、
どのようなことを感じましたか？
とても楽しかったです。
実際に子どもたちと関わってみて、可愛いなと思いました。はじ
めは、仲良くできるのか、一緒に遊んでくれるのかという、緊張
と不安がありました。しかし、勇気を出して喋りかけることで、ニ
コニコ楽しそうに遊んでくれました。そして、「絵本読もう」「折
り紙したい」と自分から話しかけてきてくれたことがとても嬉し
く、すごく可愛いなと思いました。

今回の訪問により、あなたの子育てに対する
不安は軽減されましたか？
非常に軽減されました。
体験させていただいた家庭では3歳の長女と8カ月の次女がい
ました。その中で、長女が次女にいたずらをするとお母さんが悩
んでおられました。しかし、そんな悩みの中にも、この子はオム
ツが早く取れたからと楽しそうにお話するお母さんの姿もあり
ました。そのため、子育ては大変なことも多いが、それがやりが
いであり、楽しいこともたくさんあるんだと、子育てに対しての
不安は軽減しました。

今後あなたは、子どもと触れ合う機会を
増やしたいと思いますか？
今回の体験で、これからも子どもたちと触れ合いたいなと思う
ようになりました。子どもたちと遊ぶのは非常に楽しく、なぜか
癒されました。そのため、これからもたくさん子どもたちと触れ
合いたいなと思いました。そして、今回は2時間の体験でした
が、楽しかったためかすぐに時間が過ぎました。今度はもう少し
長い時間一緒に触れ合いたいなと思いました。

夙川学院短期大学
児童教育学科 3年生

小石 綾乃 さん

私が選んだおもちゃ

いつもみんなで楽しくわいわ
いと過ごせてまるで幼稚園状
態でした。半年間で、下の娘
はねんねの状態からおすわ
り、そして最終日にはつかまり
立ちができるようになり、成長
を一緒に見ていただけたこと
が嬉しかったです。あやのさ
んとのぞみさん※の二人から、
手作り写真ボードをいただき
ました。玄関に飾っていて、見
るたびに上の子は、遊んでも
らったことを嬉しそうに思い
出しています。一回や二回
じゃなく、半年間、来ていただ
けたことがとてもよかったです。

※小石さんと一緒に訪問した、夙川学院短期大学児童教育学科
3年生の元木 希さんです。

※小石綾乃さんは複数回、同じ子育て家庭を訪問しました。

子育て家庭からのコメント
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マグフォーマーという三角と四角の形をした磁石のおもちゃを
持参しました。事前にこのおもちゃがいいと聞いていました。
もう少し大きくなったら図形をつくって遊べるようにもなるそう
です。くっつけて遊んだり、私やお母さんの目に磁石をもって
いって眼鏡のようにするのが楽しそうでした。

訪問先では、どのようなことをしましたか？
まず、持参したおもちゃを渡してそれで遊びました。それから動
物パズルや、絵本、車のおもちゃ、ボールをバスケットゴールに
入れるなどの遊びをしました。そして、おやつを一緒に食べなが
ら、お母さんからいろいろとお話を聞きました。

実際に子どもと接してみて、
どのようなことを感じましたか？
とても楽しかったです。
とにかく子どもがかわいいと感じました。会ったときからずっと
笑顔でいてくれました。また、パズルをはめたり、ボールをバス
ケットゴールに入れたり、一つ一つの動作のあとに自分で拍手
をしてうれしそうにする姿が印象的でした。

今回の訪問により、あなたの子育てに対する
不安は軽減されましたか？
やや軽減されました。
お母さん自身がひとりっ子だったこと、また、旦那さんがお休み
が不規則な仕事をしていらっしゃるということで、里帰りをした
後、本当に1人で育児をしながら家事もできるのか不安だったそ
うです。でもいざやってみるとなんとかなったと聞いて不安が軽
くなりました。

今後あなたは、子どもと触れ合う機会を
増やしたいと思いますか？
子どもと触れ合う機会はぜひ増やしたいと思います。今回は家
の中での体験でしたが、公園など外でも一緒に遊んでみたいで
す。またいろいろなお母さんから育児のお話を聞いてみたいと
思いました。

兵庫県立大学
経済学部
国際経済学科 3年生

鹿野 冴佳 さん

私が選んだおもちゃ

立体パズル、ビーズ、キラキラリボン、ティアラ、おままごと
セットを持参しました。
対象年齢を考慮しながら、お母様に事前に頂いた情報を基に
選びました。パズル、キラキラ、可愛い、おままごとのキーワー
ドでみんなで遊べそうなおもちゃや、喧嘩にならないように数
にも気をつけました。
キラキラリボンに一番ひきつけられていたようにおもいます。
リボンを動かすたびにキラキラ光るので、棒を巧みに回しなが
ら、遊んでいました。姉妹に一本ずつ買ったので、取り合うこ
ともなく、自分用にお父さんに印をつけてもらっていました。
おままごとは、元々お家にあったキッチンセットや何かの果実
も合わせて遊んでいました。
立体パズルは妹さんが最初遊んでいて、うまく入らない時は
諦めようとしていましたが、お母さんがもうちょっと頑張ってみ
ようよと声をかけるともう一度粘り強く当てはまるところには
めようとしていました。
ティアラはお姉ちゃんが最初頭に乗っけて、お母さんやお父さ
んから可愛いと褒められて嬉しそうでした。

訪問先では、どのようなことをしましたか？
お母様とお子様達が近くまで、迎えに来てくださったので、お会い
した時に簡単に自己紹介をしました。家に到着して、リビングでみ
んなが集合してから、買ってきたおもちゃを並べて、何で遊ぶか提
案しました。お姉ちゃんはビーズでネックレスをお父さんや妹さん
に作ってあげていました。妹さんは恥ずかしそうに、お父さんやお
母さんの膝の上で立体パズルで遊びながら、時折お姉ちゃんの遊
びにも興味を示し、一緒に遊びました。最後の方は打ち解けて、全
体的に遊べました。

実際に子どもと接してみて、
どのようなことを感じましたか？
とても楽しかったです。
単純に子どもが可愛いと思いました。今回のご家庭が、二人姉妹
だったので、姉妹それぞれに全く異なる性格があるのだなと思い
ました。一方で影響し合うところもあることに気づきました。子育
てをする時は一人一人の性格に合わせて叱ったり、褒めたりする
ことが必要だと気付きました。
遊んでる途中で、お母様が電池の入った瓶が割れてしまい、それ
を捨てようとしてる場面があり、子どもはそれを気に入りのおも
ちゃとして遊んでいたので、捨てられると思い、泣きそうになって
いました。おもちゃ一つ捨てることが子どもにとっては悲しいこと
で、大事に使ってたんだと思いました。大人にとっては大したもの
ではなくても、子どもにとっては違うんだと気付きました。

今回の訪問により、あなたの子育てに対する
不安は軽減されましたか？
仕事をしながら、子育てをされているお母様でしたので、実際に
両立することは可能なのか、何が大変なのかを聞くことができ
て、具体的なイメージを持てました。
母親にも一人の時間は必要で、保育園に預けてる時にホッとで
きたという話は何でも一人で抱え込むと負担で生活が窮屈に
なってしまうのかと思い、自分が親になった時も少しくらい一人
の時間を作ってもいいのかなと楽になりました。
地域の子育て支援を利用して、ママ友などの横のつながりを持
つことの大切さも教えて頂きました。

今後あなたは、子どもと触れ合う機会を
増やしたいと思いますか？
増やしたいと思います。
もっと時間を長くして、一日体験してみたいと思いました。
家事の様子や生活に密着した子育ての様子も見たいなと思い
ました。

甲南大学大学院
人文科学研究科 1年生

西川 友貴 さん

私が選んだおもちゃ

子育て家庭からのコメント

お姉さんが選んでくれたおもちゃで遊ぶ我が子は、親が見た
ことのない一面を見せてくれ、私たちにとっても有意義な時間
でした。
また、学生さんたちが、子育てに対して少しでもプラスのイ
メージを持ってくださったなら光栄です。
今後もこのような活動が継続されることを願っています。
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